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新会長を拝命して

五味　勝也

この度，日本生物工学会会長という大任を拝することになりました東北大学大学院農学研究科の五味勝
也でございます．あらためて私と生物工学会との関わりについて思い起こしますと，大学院修士課程修了
後に国税庁醸造試験所に配属になった30数年前に，大阪の日本生命中之島研修所における年次大会に参
加するため本会（当時は日本醗酵工学会）に入会してからのお付き合いになります．中之島研修所は宿泊
所も兼ねており，自分の部屋から直接会場に行くことができて非常に便利だったのを懐かしく思い出しま
す．その当時はまだ大会での発表数や会員数もそれほど多くなかったかと思いますが，その後のバイオテ
クノロジー関連の研究分野の拡大に伴い，年次大会の発表数は750件，会員数は一般会員・学生会員合わ
せて3000名を越えるような大きな学会に発展してきました．このような発展を遂げ，設立後90有余年の
伝統を誇る由緒ある学会の会長の役を担うとなると，私自身がその重責に耐えられるかどうか不安に感じ
ることも事実です．ただ，大役を任された以上気を引き締めて今後の2年間の学会運営に一生懸命努力し
ていきたいと思っています．当然のことながら，私一人の力でなし得ることは限られており，強力な理事
や支部長などの執行部の方々のご協力を仰ぎながら，また代議員をはじめ会員の皆様のお力添えをいただ
きながら，本会の発展のためにお役に立てればと思っております．
さて，生物工学会は4年ほど前に飯島元会長とその執行部のご尽力により公益法人化への移行がスムー
ズに完了致しました．また，原島元会長のもと創立90周年記念事業が成功裡に執り行われ，100周年に
向けて順調なスタートを切ることができました．しかし，生物工学会を取り巻く諸般の情勢は決して楽観
視できるものではありません．そのような状況に鑑み，過去2年間においては園元前会長の強力なリーダー
シップのもと，10年間の行動目標が掲げられました．そこには，3つのアクションプラン（1．学会を維
持運営するための財政基盤の確保（財政健全化），2．公益目的事業の企画・明確化と寄付文化の醸成（公
益と寄付），3．年代・職種が異なる会員間の交流促進（交流・連携））を基本として，7つの具体的な重
点項目（1．斬新な学会活動の企画，2．産学連携の推進，3．地域社会への貢献，4．会員サービスと事
業活動の積極的な広報，5．国際交流，国際展開の推進，6．バイオ産業を担う学生の教育活動の推進，7．
若手会員の学会運営への参画促進）が設定されています．前執行部ではその達成目標に向かって鋭意取り
組んでまいりました．特に，喫緊の課題としてあげられたアクションプラン1の学会の財政健全化に関し
ては，会議関係費や委員手当ての削減，英文誌の掲載料の値上げなど大ナタが振るわれ，当面の財政基盤
の確保はできたものと考えています．ただ，学会活動のさらなる活性化を考えると予算の拡充措置を考え
るべき項目があります．加えて，将来的な状況変化が見通しにくいこともあり，今後も不断の検討が必要
と思っています．私は園元前会長の執行部でサポート役の副会長として，これらの課題に取り組んでまい
りました．しかし，2年間という短期間で必ずしもすべての課題について目標を達成できたというわけで
はありません．このような中で会長を拝命することになった私の大きな使命の一つは，前会長の方針を引
き継ぎ，設定された課題解決を目指して尽力することにより，100周年さらには次の時代に向かって，学
会を発展させるための基盤を固めることではないかと認識しています．したがって新執行部として新たな
基本方針を掲げることは敢えてせず，今後の2年間は前執行部で取り上げた3つのアクションプランと7
つの重点検討項目について，残された目標の達成に向けて引き続き一生懸命取り組んでいく所存です．こ
のような取組みを効率的かつ効果的に実施するため，前執行部で取り入れた新運営体制（庶務・会計の一
体化，各職務複数制の理事による職務の継続性と負担軽減など）のもとで活発な議論を重ねながら，それ
ぞれのミッションを果たせるように努力したいと考えています．
最後に重ねてのお願いで申し訳ありませんが，会員の皆様方や事務局の皆様のご協力なしでは生物工学

会の発展は到底考えられません．皆様のご協力とご鞭撻を心よりお願い申し上げますとともに，忌憚のな
いご意見ご助言をいただければありがたく存じます．
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